
岐阜の次代を担う人材を育成しよう

岐阜県インターンシップ推進協議会
令和2年度



岐阜県インターンシップ推進協議会は岐阜県の企業・団体での
インターンシップを希望する学生の皆さんをサポートしています。

赤文字は春休みに参加する場合

4月	 キャリア関連の授業が
	 スタート
5月～	 夏休みの実習先を考える
	 ▶学内・外で応募
6～7月	 実習先の決定
8～9月	 実習に参加
10月～	 学内での発表会等
11月～	 春休みの実習先を考える
	 ▶学内・外で応募
2月頃	 実習に参加
3月	 就職活動スタート

◦受入事業所情報の収集・公開
◦新規受入事業所の開拓
◦マッチング支援
　（合同説明会等の開催）
◦各種調査
◦成果報告会等の開催
　（フィードバック）
◦情報交換の場の提供
　（会議、企業向け勉強会等の開催）
◦保険等の整備

1～4月	 受入計画の検討・決定
	 受入事業所登録・更新等
5月～	 夏休み実習学生の募集
	 ▶選考、書類のやり取り
8～9月	 学生の受入
	 ▶評価票等による
	 　フィードバック
10月～	 春休みの受入計画の検討
11月～	 実習学生の募集
12月頃～	次年度受入計画の検討
2月頃	 学生の受入

　インターンシップとは、「学生が在学中に自らの専攻、将来のキャリアに関連した就業体験を行うこと」※。
GICは岐阜県内でのインターンシップを希望する学生と、学生の受入を計画する企業・団体（＝受入事業所）を
つなぐために、様々な催しや情報提供を行っています。
※平成9年「インターンシップの推進に当たっての基本的考え方」より。この定義は、令和3年4月19日に発表された「ポスト・コロナを見据えた新たな大学教育と産学連携の推進」
（採用と大学教育の未来に関する産学協議会　2020年度報告書）において見直しが行われ、「学生が、その仕事に就く能力が自らに備わっているかどうか（自らがその仕事で
通用するかどうか）を見極めることを目的に、自らの専攻を含む関心分野や将来のキャリアに関連した就業体験（企業の実務を体験すること）を行う活動」と変更されました。

　学生と受入事業所をつなぎ、マッチング（実習先を決定すること）をサポートするために、GICでは年間を通じ
て様々な活動を行っています。令和2年度は新型コロナウイルス感染症の拡大により様々な影響があり、GICの
イベントも中止、あるいはオンライン形式へ変更するなど、例年とは大きく異なる活動となりました。

上記は例年の流れ。令和2年度は実施が難しい活動や、オンライン開催となったものもありました。

　GICが受入事業所、学校の双方か
ら報告をいただき、集計した実績が
右のグラフです。平成18年のGIC
発足以来、県内ではインターンシッ
プが次第に定着してきました。
　しかし、令和2年度は夏休み期間
に岐阜県独自の「第2波非常事態」宣
言が出ていたこともあり、学生の派
遣を取りやめる学校や、学生の受入
を中止する受入事業所が多数ありま
した。中には、県をまたぐ移動を避
けるために参加を断念した学生もい
ました。
　また、事業所の中には実習を短縮
化したり、対面での実施を避けてオ
ンラインで説明等を行ったところ、実習の一部をリモートで実施したケースもありました。そのため、令和2年
度の実績にはオンライン開催の実績も含めて集計しています。

岐阜県内のインターンシップの推移
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岐阜県におけるインターンシップの状況

年間スケジュール

GIC=岐阜県インターンシップ推進協議会の活動

GICの活動 受入事業所の動き学生の動き
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インターンシップ勉強会 推進会議

「動画で企業研究！」
ページを開設

岐阜県WEB企業研究・
インターンシップ説明会

動画撮影会 理事会・総会

インターンシップ成果報告会

　中止となった「合同説明会」の代替策として、
8社限定で事業概要やインターンシップの内容
に つ い て 紹 介 す る 動 画 を 制 作。 協 議 会 の
YouTubeチャンネルにて公開しました。

　「インターンシップを取り巻く現状と今後の
見通し」と題し、withコロナ時代に求められる
インターンシップ、オンライン開催の手法等
についてお話しいただきました。

　(一社)岐阜県経営者協会との共同開催で実
施。冬・春休みのインターンシップに向けて
企業担当者から説明がありました。終了後に
はYouTubeでアーカイブ配信も行いました。

　毎年岐阜・名古屋の2会場で行っている意見
交換を主とした会議を、オンラインで実施。
コロナ禍に見舞われた令和2年度の状況を総括
して、学校・企業それぞれの立場から現状や
今後の見通しについてお話しいただきました。

　コロナ禍で各種イベントや実習自体が中止
される状況の中、少しでも学生さんの企業研
究に役立ててもらえるよう、企業・団体から
動画を募集し、協議会webサイト内で掲載す
るページをスタートしました。今後も募集を
続け、掲載数を増やしていきます。

　事業報告と計画等についてご審議いただき
ました。参加の皆様には感染症対策にご協力
いただくとともに、講演会は中止し、理事会・
総会を同時開催し時間短縮を図りました。

　令和2年の夏休み等にインターンシップに参
加した学生が体験事例発表を行いました。岐阜
大学による基調講演、GICの調査報告などもあ
り、終了後にはアーカイブ配信も行いました。

日　程

日　程

日　程

日　程

日　程

日　程

会　場

開催方法

開催方法

開催方法開催方法

会　場

参加者

参加者

参加者

参加者参加者

参加者

令和2年6月9日、12日

令和2年10月13日

令和2年9月18日、19日

令和3年2月17日

令和2年6月22日

令和2年12月1日

岐阜商工会議所	5F
「議員総会室」

オンライン
（Zoomウェビナーによる配信）

オンライン
（YouTube	Liveによる配信）

オンライン
（Zoomミーティング）

オンライン
（YouTube	Liveによる配信）

ホテルグランヴェール岐山	3F

会員企業8社

申込者50社51人

会員企業等20社

学校12校、企業等19社・団体発表者3学校5組9人／
聴講申込者約100人

理事会23人、総会201人
（会場参加は54人）

受入事業所と学校・学生の皆さんをつなぐ催しを開催しています。
令和2年度は催し自体が中止されたり、開催内容・方法が変更となったものが
多くありました。

GICのイベント

活動を広く紹介するためのポスターやリーフレット、事業所情報を発信するための
印刷物等を作成しています。GICギャラリー

令和2年推進リーフレット
（令和2年2月）

受入企業・団体イッキ見
BOOK（令和2年2月）

受入事業所
実施計画書冊子（令和2年3月）

インターンシップ合同説明会
リーフレット（令和2年4月）

令和元年度 活動報告書
（令和2年6月）

中止となった催し ●事前講習会／インターンシップ合同説明会（当初の予定 5月23日）
●インターンシップ勉強会〈企業向け〉（同 5月28日）

●各学校におけるインターンシップ関連の
　授業やガイダンス、実習後の報告会

開催
中止
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令和2年度は、毎年実施している4つのアンケートのほか、コロナ禍における状況把握のための緊急調査も
4つ行いました。様々な回答から、参加する学生、受入を行う企業・団体、そして送り出す学校それぞれに
大きな影響があり、やむを得ずインターンシップを断念したケースもたくさんあったことが分かります。

調査の概要

インターンシップ学校調査

5月緊急調査（学校）

5月緊急調査（企業）

7月感染症対策調査

インターンシップと人材採用に関するアンケート（企業調査）

対象・依頼 会員学校、情報提供学校　279校

対象・依頼 会員学校30校

対象・依頼 会員企業・協力員・登録事業所445件

対象・依頼 会員企業・協力員・
登録事業所448件

対象・依頼 会員企業・協力員・登録事業所463件

有効回答数 118校

有効回答数 30校

有効回答数 156件

有効回答数 125件

有効回答数 237件

令和2年前期のインターンシップ関連授業の実施状況につい
ては、「オンラインで実施」が39.8％。次いで「中止とした」が
26.3％となり、「例年通り開講」は11.0％でした。また、単位の
認定要件を例年より緩和した学校もあることが分かりました。

夏休みインターンシップに関連して実施したこととしては、
「実習の単位認定」は44.7％で半分以下となったものの、「募集
企業情報の学生への開示」は90.4％に上り、学生が体験する機
会を喪失しないよう配慮されていたようです。

学生に推奨したい実習の形について尋ねたところ、やはり
学生の学習効果という点からも対面での指導を望む声が多く、
実習内容についても「実作業体験」が85.2％でトップとなりま
した。

5月時点での状況をヒアリングしたところ、授業の開始が例年より
遅れた学校も多く、半数以上の16校が夏休みの短縮化を予定している
と回答しました。また、インターンシップの単位認定は13校が「実施
予定」、「実施しない」が8校となりました。

5月時点で受入情報の登録内容に変更があるかを聞いたところ、
28.8％は「変更がある」と回答。この時点で受入が難しいと回答した企
業等は数社に留まりました。

インターンシップの募集について、7月時点で「特に変更は
していない」という回答が44.8％だったものの、その他の企
業は受け入れる人数を減らしたり、受け入れる学校や学生の
地域を限定するなど、対策を行っていることが分かりました。
また、オンラインプログラムを検討する企業も少しずつ出て
きました。

学生に対して実施予定の感染症対策については、「マスク
着用（94.4％）」、「手指消毒の呼びかけ（89.6％）」、「定期的な
検温（65.6％）」が上位となり、従業員が行っている対策と同
様に対応する予定であることが分かりました。

令和2年夏休みのインターンシップ実施状況を尋ねたとこ
ろ、「予定通り開催した」は29.5％に留まり、「中止した」は
28.1％に上りました。また、そもそも募集を断念した事業所、
応募がなかったり学校側からのキャンセルにより中止とした
ところなどがありました。

冬・春休みに向けては、「募集したい」や「問合せがあれば検
討したい」等、募集に前向きな事業所が75％に。次年度の募集
については前向きな回答が81.7％となりました。その一方で

「新型コロナウイルス感染症の影響がなくなるまでは受入は難
しい」、「『緊急事態宣言』等が発出されている期間は受入が難
しい」と回答する事業所もありました。また、実習を実施した
ものの感染が広がらないか担当者が神経をすり減らすケース
もあったようです。

80社
72社

23社
12社
9社

1社
5社その他

社内体制の見直し等につながった
社内の活性化につながった

若手スタッフの育成に効果があった
学生の傾向等が把握できた

学生に対して企業・団体をPRできた
仕事内容等への学生の理解が深まった

91社
120社

60社
54社

17社
9社 36社
6社
16社
34社未定

募集しない予定

オンライン開催で募集したい

問合せがある場合に検討したい

募集したい

2 ～ 3回1回

54.0%
43.0% 31.9%

47.0%

4 ～ 5回

13.3%
7.9%

6回以上
0.9% 2.1%

先輩等から勧められたため
学校の教員・職員から勧められたため

単位取得のため
希望とは違った業界・職種を経験するため
学生や企業担当者等、様々な人に出会うため

就職を希望している企業を知るため
就職活動に利用するため

「働く」ことを体験するため
就職を希望している業界・職種を知るため

10月以前
前年度

4月以降
当年度3月2月1月12月11月

63.3%
42.9%

4.2%
5.2%

4.2%
9.9%
12.0%
8.5%

7.8%
11.3%

6.0%
14.2%

2.4%
8.0%

86人

75人

42人

28人

17人

12人

4人その他

他学校の学生や社会人と出会い、人脈が広がった

ビジネスマナーを学ぶことができた

自分に足りない能力が分かり、
今後やるべきことが見つかった

面接等でインターンシップ経験をアピールできた

働くことのイメージがわいた

業界・企業研究に役立った

27人

14人
10人

2人

1人
11人特になし

その他

感染リスクを考えて自分から
実習をキャンセルした

県外への移動規制等により
実習への参加を断念した

希望実習先が受入を中止した

希望実習先が内容や日程を変更した

44人
19人
17人

1人
0人その他

参加を考えていない
対面とオンライン両方を盛り込んだプログラム

オンライン開催のプログラム
対面開催のプログラム

0人 20人 40人 60人 80人 100人

100人50人0人

0人 15人 30人

0人 25人 50人0社

0社

0校 0校100校 100校

0校 100校

50社 100社
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60%

（MA,n=115）（MA,n=115）
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（n=224）
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（MA,n=109）

（MA,n=46）

（MA,n=46）

0%
20%
40%
60%
80%

冬・春休み（令和2年度）
次年度（令和3年度）

令和2年度　n=166
令和元年度　n=212

令和2年度　n=113
令和元年度　n=419

79人
78人

63人
47人

25人
10人
9人
5人
1人

特にない

1dayプログラム

2～ 3日程度

5日間程度

10日間程度 39校
88校

41校
21校
7校

①実習日数 ③実習の内容

73校
44校
43校
42校
21校特にない

対面での指導

オンラインでの指導

グループワークの実施

同行等による指導

②実習の形態

98校
84校
71校
60校
58校
58校
48校

30校
20校

0校
8校
8校特にない

その他

合宿

ビジネスマナー講習

オリエンテーション
（座学等）

グループワーク

営業同行

課題の探求

プレゼン（成果発表会等）

社内・施設の見学

社員との懇談

実作業体験

●学生に推奨したい実習の形

●学生の受入を行って得られたこと

●今後のインターンシップ実施に関する希望

●夏休みインターンシップの参加回数

●インターンシップ参加の目的

●就職活動を始めた時期

●インターンシップが就職活動に影響した内容

●夏休みインターンシップに関して経験した出来事

●夏休み後に参加したいインターンシップ

緊急
調査

緊急
調査

緊急
調査
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夏休みインターンシップに関する学生アンケート

学生会員webアンケート

対象・依頼 夏休みに岐阜県内企業・団体でインターンシップに参加した学生／受入事業所に配付を依頼、47事業所580人

対象・依頼 学生会員382人

有効回答数 117人

有効回答数 46人

夏休みに参加した実習の回数は「1回」が54.0％で最多、
複数回参加した学生の割合は昨年度よりも低下しました。
日数は「1日間」が48.6％、「4～5日」が33.0％となりまし
た。
「参加を検討したが実際には参加しなかった実習先があ

る場合の理由」を尋ねたところ、「日程の問題」や「事業所
の選考で落選」も多いものの、その他が29.7％となり「感
染症の拡大状況により延期・中止となった」、「（越県での
移動を防ぐために）在住エリアや大学所在地により対象が
限定され参加できなかった」といった回答がありました。

また、夏休み後のインターンシップにも78.8％が参加
したいと回答。前年度より6.6㌽増加しました。

インターンシップと就職活動に関する調査（内定学生等）
対象・依頼 令和3年3月卒業予定者／内定式等がある事業所に配付を依頼、31事業所325人、令和元年度の学生会員1,141人分

有効回答数 167人

就職活動を始めた時期を聞いたところ、採用情報が公
開される3月以前、中でも「前年度10月以前」との回答が
63.3％（前年比20.4㌽増）となり、開始時期が早期化して
いることが窺えます。

一方で、就職活動を終えた時期については、新型コロ
ナウイルス感染症の緊急事態宣言が令和2年4月から5月
に出されていたためか、「3月以前」から「6月」と回答した
学生は前年度より割合が低下しました。「7月」、「9月」と
の回答割合は高くなっており、就職活動が長引いた学生
もいたようです。

インターンシップの参加経験を尋ねたところ、86.8％
の学生が経験ありと回答。前年度より7.1㌽上昇しました。
体験した日数は「1日」が79.2％で最多。インターンシッ
プが就職活動に「大いに影響した」、「影響した」と回答し
た学生は、経験者のうち81.0％となりました。

回答数は少ないものの、インターンシップの参加にあ
たり苦労した学生の声が寄せられました。

インターンシップへの参加状況について尋ねたところ、
対面開催のプログラムへの参加、オンライン開催への参
加がそれぞれ58.7％となりました。夏休みに経験したこ
とについても聞くと、実習の「内容・日程変更」が58.7％、
希望先の受入中止が30.4％、参加断念が26.1％となりま
した。

また、「今後参加したいインターンシップ」については、
95.7％が対面開催を希望していることも分かりました。

80社
72社

23社
12社
9社

1社
5社その他

社内体制の見直し等につながった
社内の活性化につながった

若手スタッフの育成に効果があった
学生の傾向等が把握できた

学生に対して企業・団体をPRできた
仕事内容等への学生の理解が深まった

91社
120社

60社
54社

17社
9社 36社
6社
16社
34社未定

募集しない予定

オンライン開催で募集したい

問合せがある場合に検討したい

募集したい

2 ～ 3回1回

54.0%
43.0% 31.9%

47.0%

4 ～ 5回

13.3%
7.9%

6回以上
0.9% 2.1%

先輩等から勧められたため
学校の教員・職員から勧められたため

単位取得のため
希望とは違った業界・職種を経験するため
学生や企業担当者等、様々な人に出会うため

就職を希望している企業を知るため
就職活動に利用するため

「働く」ことを体験するため
就職を希望している業界・職種を知るため

10月以前
前年度

4月以降
当年度3月2月1月12月11月

63.3%
42.9%

4.2%
5.2%

4.2%
9.9%
12.0%
8.5%

7.8%
11.3%

6.0%
14.2%

2.4%
8.0%

86人

75人

42人

28人

17人

12人

4人その他

他学校の学生や社会人と出会い、人脈が広がった

ビジネスマナーを学ぶことができた

自分に足りない能力が分かり、
今後やるべきことが見つかった

面接等でインターンシップ経験をアピールできた

働くことのイメージがわいた

業界・企業研究に役立った

27人

14人
10人

2人

1人
11人特になし

その他

感染リスクを考えて自分から
実習をキャンセルした

県外への移動規制等により
実習への参加を断念した

希望実習先が受入を中止した

希望実習先が内容や日程を変更した

44人
19人
17人

1人
0人その他

参加を考えていない
対面とオンライン両方を盛り込んだプログラム

オンライン開催のプログラム
対面開催のプログラム

0人 20人 40人 60人 80人 100人

100人50人0人

0人 15人 30人

0人 25人 50人0社

0社

0校 0校100校 100校

0校 100校

50社 100社

50社 100社 150社

0%

30%

60%

（MA,n=115）（MA,n=115）

（MA,n=92）

（n=224）

（MA,n=111）

（MA,n=117）

（MA,n=109）

（MA,n=46）

（MA,n=46）

0%
20%
40%
60%
80%

冬・春休み（令和2年度）
次年度（令和3年度）

令和2年度　n=166
令和元年度　n=212

令和2年度　n=113
令和元年度　n=419

79人
78人

63人
47人

25人
10人
9人
5人
1人

特にない

1dayプログラム

2～ 3日程度

5日間程度

10日間程度 39校
88校

41校
21校
7校

①実習日数 ③実習の内容

73校
44校
43校
42校
21校特にない

対面での指導

オンラインでの指導

グループワークの実施

同行等による指導

②実習の形態

98校
84校
71校
60校
58校
58校
48校

30校
20校

0校
8校
8校特にない

その他

合宿

ビジネスマナー講習

オリエンテーション
（座学等）

グループワーク

営業同行

課題の探求

プレゼン（成果発表会等）

社内・施設の見学

社員との懇談

実作業体験

●学生に推奨したい実習の形

●学生の受入を行って得られたこと

●今後のインターンシップ実施に関する希望

●夏休みインターンシップの参加回数

●インターンシップ参加の目的

●就職活動を始めた時期

●インターンシップが就職活動に影響した内容

●夏休みインターンシップに関して経験した出来事

●夏休み後に参加したいインターンシップ

緊急
調査
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理　事 会　長 大松　利幸 岐阜プラスチック工業㈱　代表取締役会長

理　事 副会長 小川　信也 太平洋工業㈱　代表取締役社長

理　事 副会長 小野木孝二 ㈱トーカイ　代表取締役社長

理　事 副会長 川田　康夫 岐阜車体工業㈱　代表取締役社長

理　事 市原　好二 東濃信用金庫　理事長

理　事 栗田　順公 大垣西濃信用金庫　理事長

理　事 境　　敏幸 ㈱大垣共立銀行　取締役頭取

理　事 坂口　秀平 高山信用金庫　理事長

理　事 住田　裕綱 岐阜信用金庫　理事長

理　事 田口　義隆 西濃運輸㈱　代表取締役

理　事 竹中　裕紀 イビデン㈱　代表取締役会長

理　事 田中　義一 サンメッセ㈱　取締役相談役

理　事 村瀬　幸雄 ㈱十六銀行　取締役頭取

理　事 四橋　英児 ヨツハシ㈱　代表取締役社長

理　事 森脇　久隆 岐阜大学　学長

理　事 伊藤　義人 （独）国立高等専門学校機構 岐阜工業高等専門学校　校長

理　事 折戸　敏仁 岐阜県高等学校長協会　会長

監　事 舘　　弘二 ㈱文溪堂　総務部　副参事

監　事 清水　秀明 サンメッセ㈱　総務部　人事課　課長

監　事 澤村　俊夫 (一社)岐阜県経営者協会　総務・求人担当　課長

参　与 牛込　　進 ㈱ＴＹＫ　代表取締役会長

参　与 水谷　晃三 ㈱文溪堂　特別顧問

参　与 畑　　俊一 岐阜労働局　局長

【経 済 団 体】 ●岐阜県商工会議所連合会　●一般社団法人 岐阜県経営者協会　●一般社団法人 岐阜県経済同友会
 ●一般社団法人 岐阜県工業会　●岐阜県中小企業団体中央会　●岐阜県商工会連合会

【行 政 機 関】 ●岐阜労働局　●岐阜県　●岐阜市　●羽島市　●各務原市　●本巣市　●山県市　●瑞穂市　●大垣市
 ●海津市　●関市　●美濃市　●美濃加茂市　●可児市　●郡上市　●多治見市　●中津川市　●瑞浪市
 ●恵那市　●土岐市　●高山市　●飛騨市　●下呂市　●岐阜県食品科学研究所　●岐阜県森林研究所
 ●岐阜県生活技術研究所　●岐阜県農業技術センター

●愛知大学　●愛知学院大学　●愛知工業大学　●愛知淑徳大学　●愛知みずほ大学　●朝日大学　●岐阜大学　●岐阜協立大学
●岐阜県立国際たくみアカデミー・職業能力開発短期大学校　●岐阜聖徳学園大学・岐阜聖徳学園大学短期大学部
●岐阜女子大学　●岐阜市立女子短期大学　●岐阜薬科大学　●金城学院大学　●(独)国立高等専門学校機構 岐阜工業高等専門学校
●滋賀県立大学　●情報科学芸術大学院大学　●椙山女学園大学　●大同大学　●中京大学　●中京学院大学　●中部大学
●中部学院大学・中部学院大学短期大学部　●東海学院大学・東海学院大学短期大学部　●東海学園大学　●長浜バイオ大学
●名古屋経済大学　●南山大学　●日本福祉大学　●名城大学

岐阜県のインターンシップ推進に
ご協力をいただいている皆様についてご紹介します。GICの会員等のご紹介

協 力 員

役　　員

会員学校（順不同）

（令和3年3月末時点／敬称略）
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イビデン㈱
㈱大垣共立銀行
大垣西濃信用金庫
岐阜車体工業㈱
岐阜信用金庫
岐阜プラスチック工業㈱
サンメッセ㈱
㈱十六銀行
西濃運輸㈱
太平洋工業㈱
高山信用金庫
㈱ＴＹＫ
㈱トーカイ
東濃信用金庫
㈱文溪堂
ヨツハシ㈱
㈱アイ・エス・ティ 羽島事業所
㈱アイコットリョーワ
㈱愛さんさん 岐阜営業所
㈱相和コンサルタント
㈱青山製作所
明智セラミックス㈱
㈱朝日土質設計コンサルタント
アサヒフォージ㈱
㈱アスピカ 岐阜本部
㈱アド・プロ
アピ㈱
アルプス薬品工業㈱
㈱アルミック
石川技研工業㈱
㈱市川工務店
㈱伊藤工務店
㈱伊藤精密製作所
イハラサイエンス㈱ 岐阜事業所
イビデン樹脂㈱
㈱イマオコーポレーション
㈱岩電商会
岩戸工業㈱
㈱印刷工房
㈱インフォファーム
㈱宇佐美組
梅田建設㈱
㈱笑顔グループ
㈱エヌテック
榎本ビーエー㈱
㈱オイダ製作所
㈱大石
大垣精工㈱
大垣扶桑紡績㈱
㈱オークワ 東海事業所
凰建設㈱
大脇建設㈱
㈱オンダ製作所
㈱オンダマテック

㈱カケフホールディングス
加藤建設㈱

カネコ㈱
金子工業㈱
河合石灰工業㈱
㈱川瀬組
岐建㈱
㈱木越組
岐セン㈱
㈱ギフ加藤製作所
岐阜カリモク㈱
㈱岐阜冠婚葬祭互助会
(一財）岐阜県公衆衛生検査センター
岐阜産研工業㈱
岐阜商工信用組合（しょうしん）
岐阜スズキ販売㈱
岐阜スバル自動車㈱
㈱岐阜造園
岐阜トヨタ自動車㈱
岐阜トヨペット㈱
岐阜日産自動車㈱
ぎふ農業協同組合
岐阜ヤナセ㈱
共立コンピューターサービス㈱
協和ダンボール㈱
㈱クニシマ
㈱久保田工務店
㈱久米商店（スーパーバリュー）
クラレプラスチックス㈱ 伊吹工場
㈱栗山組
㈱ケイエムコーポレーション
㈱ケーイーシー
㈱ＫＶＫ
社会福祉法人 下呂福祉会
特別養護老人ホーム かなやまサニーランド
㈱健康理化学センター
剱崎建設㈱
㈱興栄コンサルタント
社会福祉法人 髙佳会
向陽信和㈱
一般社団法人 光陽福祉会
生活協同組合コープぎふ
コクド㈱
コダマ樹脂工業㈱
㈱ごとう
齊交㈱
社会福祉法人 さくらゆき
㈱五月商店
㈱サンウエスパ
SANEI㈱
サンケミカル㈱
ジーエフシー㈱
㈱シーフード・マルイ
篠田㈱
㈱シバタ
㈱住ケン岐阜
昭和コンクリート工業㈱
神鋼造機㈱
社会福祉法人 新生会
新日本ガス㈱
㈱真和産業
㈲杉島荘
㈱駿河屋魚一
西建産業㈱
学校法人 西濃学園

西濃建設㈱
医療法人 静風会
社会福祉法人 清流会（白竹の里）
㈱関ケ原製作所
関ケ原石材㈱（セキストーングループ）
関信用金庫
社会福祉法人 善心会
㈱セントラルパートナーズ
爽ケア㈱
㈱ソフィア総合研究所
第一建設㈱
大進精工㈱
大東㈱
社会福祉法人 大東福祉会
大豊製紙グループ
㈱タイメック
㈱大雄
㈱太洋社
㈱ダイワテクノ
㈱タカイコーポレーション
高砂工業㈱
㈱高山グリーンホテル
㈱田口鉄工所
税 TACT高井法博会計事務所
竹市電気㈱
㈱竹中組
タック㈱
㈱立保
中部興業㈱
中部薬品㈱
㈱デザインボックス
㈱電算システム
天龍ホールディングス㈱（天龍グループ）
東栄電業㈱
㈱東海パウデックス
東海理研㈱
㈱東伸
㈱トゥ･ステップ
㈱東和製作所
トーカイフーズ㈱
土岐津産業㈱
所産業㈱
トヨタカローラ岐阜㈱
トヨタホーム岐阜㈱
㈱トヨタレンタリース岐阜
㈱ドングルズ
㈱ナイスワーク
内藤建設㈱
永井建設㈱
㈱ナガセインテグレックス
㈱ナベヤ
鍋屋バイテック㈱
㈱西日本キャンパック
日建ヘルスメディカル㈱
日産工業㈱
日本耐酸壜工業㈱
日本レヂボン㈱
ネッツトヨタ岐阜㈱
濃飛西濃運輸㈱
㈱濃飛葬祭
㈱野田クレーン
㈱野田建設
㈱ Notoカレッジ

特別養護老人ホーム
ハートタウン平成の杜
㈱ハイテム
㈱ハウテック
㈱羽島企画 トータルケアMama's
長谷虎紡績㈱
㈱パナホーム愛岐
㈲早野研工
㈱ハラテックス
ピーアイシステム㈱
久富電設㈱
飛騨運輸㈱
飛騨信用組合
飛騨農業協同組合
㈱ひだホテルプラザ
㈱ひまわり
学校法人 平野学園
ヒロタ㈱
㈱ファミリーストアさとう
㈱フォーラムホテル
福寿工業㈱
富士変速機㈱
フジヤ広告㈱
双葉ボビン㈱
㈱プラド
PLANSEED ㈱
POLA パルフェル”
社会福祉法人 墨友会
特別養護老人ホーム サンヴェール大垣
㈱本陣平野屋
㈱ホンダカーズ岐阜
前畑㈱
松下電建㈱
㈱松野組
丸伸興業㈱
丸ス産業㈱
マルスン㈱
丸仲建設㈱
ミズタニバルブ工業㈱
三菱日立ホームエレベーター㈱
美濃工業㈱
㈱美濃庄
社会福祉法人 美濃陶生苑
ムトー精工㈱
名北工業㈱
森松工業㈱
㈱ヤクセル
矢橋ホールディングス㈱
山口精機工業㈱
㈱山田商会
㈱山辰組
㈱山登ゴム
㈱ヤマモト
㈱Ｕ－セラミック
㈱ユニオン
ユニオンテック㈱
㈱ユニテツク
㈱吉川組
㈱吉川工務店
ヨシテク工業㈱
㈱ラボテック
龍リゾート＆スパ（㈱オハヨーサン）
㈱和井田製作所
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役員・会員企業（令和2年度の正会員／順不同）

カイインダストリーズ㈱（貝印グループ）
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発行／令和3年6月

事務局／〒500-8833　岐阜市神田町2-2　岐阜商工会議所ビル3F
 TEL 058-267-0930　FAX 058-267-0931

URL https://gifuken-internship.org/　E-mail info@gifuken-internship.org

岐阜県インターンシップ推進協議会

岐阜県インターンシップ推進協議会は岐阜県と（一社）岐阜県経営者協会の助成を受け、会員の会費と賛助金で運営しています。
当協議会は、岐阜県と連携し「成長・雇用戦略」における重要プロジェクト「誰もが活躍できる場の創出」に取り組んでいます。

平成13年12月、「インターンシップ受入企業開拓事業」が始まりました。厚生労働省
の委託により、東京経営者協会を中心とした全国の経営者協会が4年にわたって取り組
んだ後、平成18年度から岐阜県内では岐阜労働局が事業主体となり、岐阜県経営者協
会が引き続き運営してきました。
その一方で、県内の経済団体や学校等が個別に行う取り組みを補強し、岐阜県のイン

ターンシップの効果を向上させるための中核組織を立ち上げようという機運が高まり、
平成18年4月、産学官の連携のもとにGICが設立されました。
GICと受入企業開拓事業は相互に補完しながらインターンシップを推進してきました

が、平成22年度をもって前述の事業は終了となりました。その後はGICが趣旨を引き継
ぎ、岐阜県の次世代を担う人材を育成するために、また各企業・団体とインターンシッ
プを計画する学生をつなぐために、様々な活動を行っています。

沿　  革

webサイトでは受入事業所情報を公開中！

URL  https://gifuken-internship.org/

検索岐阜県  インターンシップ

GICに登録のある事業所の情報は「受入事業所
を探す」ページにてご紹介しています。

イベントの詳しい情報等も掲載しているほか、
GICからの最新情報をメールで受け取れる「学生
会員」も募集しています。

GICでは、大学生等に向けたインターンシップ情報を全国250以上の学校・キャンパスへ提供
しています。webサイトにももちろん公開します。ご登録は無料です。ご希望の場合はぜひ事務
局までお問合せください。

会員企業（有料）も募集しています！
ご支援、ご協力をいただきますようお願いします。

受入事業所としてご登録ください！
企業・団体の皆様へ

掲載事業所は
350件以上！


